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 株式会社 千葉興業銀行（頭取 梅田 仁司）は、業務提携先である東京中小企業投資育成 株式会

社（代表取締役社長 望月 晴文 以下、ＳＢＩＣ）へ当行お取引先を投資対象として紹介しており

ましたが、今般、下記のとおり、新規投資が成立しましたのでお知らせいたします。 

 当行は、県内金融機関で初めて平成２３年３月にＳＢＩＣと「業務提携に関する協定書」を締結

し、これまで複数の紹介を実施してまいりましたが、本件は３件目となる成約案件です。 

 

 コンサルティングの内容 

中小企業診断士を中心とした営業支援部所属行員にてコンサルティングを実施。資本政策上の課

題を共有し、ＳＢＩＣの利用提案をしたものです。本件新規投資の成立により、当社の経営権の安

定や経営力の強化に寄与することが期待されております。 

 

記 

 

１．投資先の概要（敬称略） 

会社名 五十嵐工業 株式会社 

創立 昭和２７年８月 

本社 千葉県千葉市美浜区新港２１７ 

代表 代表取締役社長 大倉 宣秋 

資本金 １,０００万円（投資後資本金） 

 

  ≪五十嵐工業 株式会社の事業≫ 

 当社はトンネル工事、上下水道関連に用いられるシールド工事用コンクリートセグメント型枠を

中心とする鋼製型枠の開発・設計・製造を中核事業としている国内有数の企業です。 

 特に、大型製品の開発・設計・製造能力や品質については顧客から高い評価を得ており、近年で

はリニア中央新幹線のトンネル建設にも携わるなど、今後の成長と更なる発展が期待できる企業で

す。 

労働条件の改善にも積極的に取り組んでいます。２０１８年には若者の採用育成に積極的で若者

の雇用管理の状況が良好であると評価され若者雇用促進法に基づき千葉県で２１番目の「ユースエ

ール認定企業」として認定を受けています。 

２．ＳＢＩＣと当行の業務提携内容 

ＳＢＩＣによる株式の引受け等により、以下の経営課題を解決したいと希望する当行の取引先企

業をＳＢＩＣに紹介いたします。 

コンサルティング機能を発揮し、お客さまの経営課題を解決！ 

～東京中小企業投資育成株式会社との業務提携による成約案件～ 



 

 

 

  ・ 経営権の安定… 資本増強、株主構成の是正、長期安定株主 

  ・ 経営承継支援… 後継者育成、自社株に関する課題解決 

  ・ 経営力の強化… 信用力向上、人材育成 

  ・ 株式上場  

  

  対象企業 

 ・ 資本金３億円以下の株式会社 

 ・ 将来にわたり配当可能な収益力や成長力が期待できる企業 

 

≪ＳＢＩＣについて≫ 

会社名 東京中小企業投資育成 株式会社（ＳＢＩＣ） 

設立 昭和３８年１１月１５日 

本社 東京都渋谷区渋谷３－２９－２２ 

代表 代表取締役社長 望月 晴文 

資本金 ６６億７,３４０万円 

主な事業 
投資事業･･･株式の引受、新株予約権付社債等の引受 

育成事業･･･経営相談、人材育成、株式上場支援 

 

ＳＢＩＣは、中小企業投資育成株式会社法に基づいて設立された経済産業省の政策実施機関で、

会社の目的は同法により「中小企業の自己資本の充実を促進し、その健全な成長を図るため、中小

企業に対する投資等の事業を行うこと」と定められています。 

※出資実績：２，３１１社に対し１，１９８億円（２０２０年２月末現在） 

 

当行はこれからも資金提供のみならず、「コンサルティング考動」を実践しお客さまと当行の持続

的な成長と企業価値の向上に努めてまいります。 

 

以上 


